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【
問
】
牛
久
保
駅
の
駅
前

広
場
の
整
備
の
考
え
は
。

【
答
】
現
時
点
で
は
再
整

備
の
計
画
は
な
い
。
城
跡

市
役
所
線
整
備
後
の
交
通

量
増
加
等
に
よ
る
広
場
の

利
用
状
況
の
変
化
や
、
駅

舎
建
て
替
え
後
の
状
況
を

踏
ま
え
て
検
討
し
て
い
く
。

【
問
】
駅
構
内
の
ト
イ
レ

が
撤
去
さ
れ
た
が
、
市
で

設
置
す
る
考
え
は
。

【
答
】
既
に
影
響
が
出
て

い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

利
便
性
が
低
下
し
な
い
よ

う
、
地
域
の
協
力
を
得
て

Ｊ
Ｒ
と
協
議
を
進
め
た
い
。

【
問
】
計
画
内
に
地
区
施

設
と
位
置
付
け
た
道
路
の

整
備
に
必
要
な
こ
と
は
。

【
答
】
早
期
整
備
に
は
沿

線
地
権
者
の
理
解
が
必
要

で
、
地
域
の
防
災
意
識
の

向
上
や
地
元
協
議
会
な
ど

の
協
力
が
重
要
と
考
え
る
。

【
問
】
無
電
柱
化
推
進
計

画
の
概
要
と
進
め
方
は
。

【
答
】
方
針
や
期
間
等
を

示
し
、
対
象
路
線
は
、
防

災
、
交
通
確
保
、
景
観
形

成
な
ど
の
視
点
か
ら
検
討

予
定
。
庁
内
部
会
を
設
置

し
、
協
議
を
進
め
て
い
る
。

　議員が、市の行政全般にわたって、執行機関に対して事務の執行状況や将来に対する方針などを質問することです。
質問時間は、通常は議員１人当たり30分（答弁の時間を除く）ですが、１２月定例会においては、９月定例会に引き続
き、新型コロナウイルス感染症拡大防止対策として20分に短縮して行いました。質問方式は、一括方式（質問回数３
回）または一問一答方式（質問回数無制限）で行っています。
　ここに掲載した一般質問の内容は抜粋したものですので、詳しくは、ホームページ
で公開するインターネット中継（録画）、会議録をご覧ください。

「牛久保駅周辺のまちづくり」
「新年度の予算編成」
「今後の墓地行政のあり方」
「新型コロナウイルスワクチン接種」「予防接種」
「豊川市制施行 80周年記念事業」「豊川市民病院ドクターカー」
「豊川市民病院の現状と方向性」
「SDGs 持続可能な開発目標」
「地域拠点八幡駅周辺地区」「イオンモール豊川で実施される保育事業」
「市内道路拡幅事業」
「家族葬儀場の規制及び指導」「沿岸部津波浸水対策調査事業（地籍調査）」
「命を守る本市の取り組みと考え方」「コミュニティ活動の ICT 化推進」
「ICT 教育におけるGIGA スクール構想の現状と課題」
「防災・減災に向けた取り組み」
「コロナ禍・物価高騰から市内事業者の営業を守る、地域経済の振興」「高校生、大学生等の医療・
学費支援の実施を」「市温水プールの新設」「一宮地区公共施設再編整備基本計画策定」
「本市の大型開発、大型建設事業の財政計画と市民のくらし・福祉優先に財政を転換するお考
え」「学校給食等の無償化、介護保険、国保料の負担軽減」「地域公共交通の充実、タクシー
補助制度の実施」
「プリオビル及びプリオⅡビル」
「豊川駅周辺の整備状況」
「公立保育所の民営化」
「豊川市の都市計画によるまちづくり」
「無形民俗文化財の継承」

一 般 質 問
柴 田 輝 明
堀 内 重 佳
木 本 朗 善
柴 田 訓 成
中 村 浩 之
星 川 博 文
中 川 雅 之
加 藤 典 子
太 田 直 人
倉 橋 英 樹
奥 澤 和 行
大 場 昌 克
遠 山 　 剛
安 間 寛 子 

佐 藤 郁 恵 
 

冨 田 　 潤
榊 原 洋 二
今 泉 淳 乙
浦 野 隼 次
野 本 逸 郎

一 般 質 問 と は？

柴

田

輝

明

牛
久
保
駅
周
辺
の
ま
ち
づ
く
り

に
つ
い
て

議員ごとにインターネット中継（録画）
にアクセスできるQR コードを掲載して
います。

①計画
　牛久保防災まちづくり地区計画のこと。地
元協議会が作成した「牛久保安心・安全な防
災まちづくり計画」で改善が必要とされた４
メートル未満の狭あい道路について、将来的
に幅員４メートルに拡幅することを目的とし
たもの。

①
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【
問
】
帯
状
疱
疹
予
防
接

種
の
現
在
の
状
況
は
。

【
答
】
県
内
５
市
で
接
種

費
用
を
助
成
。
周
辺
市
町

村
の
動
向
を
把
握
し
つ
つ
、

独
自
の
接
種
費
助
成
制
度

が
開
始
で
き
る
よ
う
予
算

確
保
等
に
努
め
て
い
く
。

【
問
】
子
宮
頸
が
ん
の
定

期
接
種
に
９
価
ワ
ク
チ
ン

が
加
わ
る
こ
と
に
つ
い
て

の
現
在
の
状
況
は
。

【
答
】
５
年
４
月
か
ら
は
、

２
価
と
４
価
に
９
価
を
加

え
た
３
種
類
が
公
費
負
担

と
な
る
見
込
み
。
ど
れ
を

接
種
す
る
か
は
、
保
護
者

や
接
種
者
の
判
断
と
な
る
。

【
問
】
男
性
を
子
宮
頸
が

ん
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
対
象

と
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の

現
在
の
状
況
は
。

【
答
】
２
年
12
月
か
ら
４

価
が
任
意
接
種
と
し
て
承

認
さ
れ
て
い
る
。
費
用
負

担
は
生
じ
る
が
接
種
可
能
。

【
問
】
９
価
ワ
ク
チ
ン
も

償
還
の
対
象
と
な
る
の
か
。

【
答
】
定
期
接
種
化
の
正

式
決
定
を
待
ち
、
近
隣
市

の
状
況
も
把
握
し
つ
つ
、

償
還
払
い
の
対
象
と
す
る

か
早
急
に
検
討
し
た
い
。

【
問
】
字
持
ち
等
の
集
落

住
民
が
管
理
運
営
す
る
共

有
墓
地
の
管
理
状
況
は
。

【
答
】
登
記
上
の
所
有
者

は
市
だ
が
、
管
理
は
町
内

会
や
村
落
共
同
体
組
織
が

担
っ
て
い
る
。

【
問
】
旧
慣
墓
地
の
維
持

管
理
な
ど
に
つ
い
て
地
域

に
理
解
を
求
め
る
考
え
は
。

【
答
】
覚
書
の
締
結
が
な

い
墓
地
は
、
利
用
実
態
の

把
握
に
努
め
、
地
元
へ
の

説
明
が
必
要
と
考
え
る
。

【
問
】
市
営
墓
園
の
承
継

手
続
き
の
方
法
は
。

【
答
】
死
亡
等
で
利
用
者

を
変
更
す
る
際
に
手
続
き

が
必
要
。
必
要
な
も
の
は
、

墓
園
利
用
権
許
可
申
請
書
、

申
請
者
の
住
民
票
の
写
し
、

墓
園
利
用
許
可
証
、
戸
籍

謄
本
な
ど
前
利
用
者
と
の

続
き
柄
が
分
か
る
も
の
。

【
問
】
高
齢
化
に
向
け
手

続
き
を
工
夫
す
る
考
え
は
。

【
答
】
死
亡
届
の
提
出
時

に
必
要
な
手
続
き
の
リ
ス

ト
を
渡
し
て
い
る
が
、
市

営
墓
園
の
手
続
き
は
掲
載

が
な
い
。
こ
の
リ
ス
ト
に

掲
載
し
、
案
内
で
き
る
よ

う
調
整
を
進
め
て
い
る
。

【
問
】
予
算
編
成
に
向
け

た
基
本
的
な
考
え
方
は
。

【
答
】
全
事
業
に
つ
い
て
、

ス
ク
ラ
ッ
プ
を
強
く
意
識

し
た
選
択
と
集
中
の
徹
底

等
を
図
る
た
め
、
職
員
へ

意
識
付
け
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
事

業
等
の
推
進
と
徹
底
し
た

歳
出
の
見
直
し
に
よ
り
、

持
続
可
能
な
財
政
運
営
の

両
立
を
図
っ
て
い
く
。

【
問
】
市
制
施
行
80
周
年

記
念
事
業
の
方
向
性
は
。

【
答
】
基
本
方
針
は
、
も

っ
と「
元
気
な
と
よ
か
わ
」

を
目
指
す
80
周
年
。
市
主

催
等
事
業
・
協
賛
事
業
で

合
計
１
０
２
件
を
計
画
し
、

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
の
関
連
性
を

持
た
せ
る
こ
と
と
し
た
。

【
問
】
合
併
特
例
債
・
合

併
推
進
債
の
今
後
の
活
用

見
込
み
は
。

【
答
】
合
併
特
例
債
は
発

行
期
限
が
迫
っ
て
い
る
た

め
、
合
併
特
例
債
で
な
け

れ
ば
対
応
で
き
な
い
事
業

等
に
活
用
予
定
。
ま
た
、

合
併
推
進
債
も
大
変
有
利

な
た
め
、
計
画
の
見
直
し

も
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、

積
極
的
に
活
用
を
図
る
。

一般質問

堀

内

重

佳

新
年
度
の
予
算
編
成
に
つ
い
て

木

本

朗

善

今
後
の
墓
地
行
政
の
あ
り
方

に
つ
い
て

柴

田

訓

成

予
防
接
種
に
つ
い
て

②合併特例債、合併推進債
　合併後の新市基本計画などに基づいた事業に活用で
きる起債。本市において、合併特例債は７年度までに実施
（原則完了）する事業に、合併推進債は６年度までに実
施設計に着手した事業に活用できる。

③計画
　新市基本計画のこと。合併後の新市のまちづくりを推進していくため
の基本方針を定めるとともに、新市の速やかな一体化を促進し、地域
の均衡ある発展と市民福祉の向上を図るための方策を示したもの。

④旧慣墓地
　地元の町内に昔からある墓地のことで、
旧来の慣行により、地域住民が共同墓地と
して使用しているもの。

⑤９価ワクチン
　ヒトパピローマウイル
ス感染症を予防する「シ
ルガードナイン」と呼ば
れるワクチンのこと。子
宮頸がんの発生に関連
する遺伝子型のヒトパ
ピローマウイルスのうち
９種類を標的とする。

②

③

④

⑤
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【
問
】
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
周
知

啓
発
の
今
後
の
展
開
は
。

【
答
】
広
報
の
特
集
記
事

に
関
連
の
ア
イ
コ
ン
を
掲

載
、
各
課
窓
口
に
業
務
関

連
の
ア
イ
コ
ン
を
掲
示
す

る
な
ど
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
意

識
し
た
施
策
を
展
開
す
る
。

【
問
】
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
導
入
を
促
進
す
る

市
民
向
け
施
策
の
展
開
は
。

【
答
】
Ｚ
Ｅ
Ｈ
の
補
助
メ

ニ
ュ
ー
化
を
検
討
し
た
い
。

【
問
】
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
エ

コ
ノ
ミ
ー
を
含
め
た
循
環

型
社
会
の
考
え
方
は
。

【
答
】
廃
棄
物
問
題
な
ど
、

喫
緊
の
課
題
の
重
要
性
が

認
識
さ
れ
、
世
界
的
に
注

目
度
が
高
ま
っ
て
い
る
。

行
政
と
し
て
の
取
り
組
み

を
、
先
進
自
治
体
の
事
例

を
参
考
に
研
究
し
た
い
。

【
問
】
次
代
を
担
う
子
供

た
ち
向
け
の
取
り
組
み
は
。

【
答
】
エ
コ
チ
ャ
レ
ン
ジ

カ
レ
ン
ダ
ー
を
５
年
生
に

配
付
し
、
Ｃ
Ｏ
２

削
減
な

ど
の
意
識
を
高
め
て
い
る
。

世
代
を
超
え
て
環
境
に
優

し
い
行
動
を
継
続
し
、
環

境
保
全
に
取
り
組
め
る
町

づ
く
り
を
目
指
し
た
い
。

【
問
】
来
院
患
者
の
待
ち

時
間
の
状
況
や
対
策
は
。

【
答
】
３
年
度
の
調
査
で

は
、
予
約
来
院
の
診
察
待

ち
で
１
時
間
を
超
え
る
ケ

ー
ス
も
あ
っ
た
。
か
か
り

つ
け
医
を
持
つ
こ
と
の
啓

発
や
検
査
予
約
枠
の
調
整

等
の
対
策
を
講
じ
て
い
る
。

【
問
】
イ
オ
ン
モ
ー
ル
開

業
に
伴
う
救
急
車
両
の
受

け
入
れ
体
制
は
。

【
答
】
新
た
な
進
入
経
路

に
係
る
外
構
工
事
を
実
施

し
た
。
運
用
開
始
は
消
防

本
部
と
協
議
し
て
い
く
。

【
問
】
が
ん
診
療
拠
点
病

院
の
指
定
を
受
け
た
が
、

治
療
設
備
や
メ
リ
ッ
ト
は
。

【
答
】
ト
モ
セ
ラ
ピ
ー
を

導
入
し
た
。
治
療
期
間
の

短
縮
や
副
作
用
を
抑
え
る

こ
と
が
で
き
、
患
者
の
負

担
軽
減
が
図
ら
れ
て
い
る
。

【
問
】
病
院
経
営
に
お
け

る
考
え
は
。

【
答
】
医
業
収
益
確
保
と

支
出
抑
制
に
努
め
、
経
営

強
化
プ
ラ
ン
策
定
を
進
め

て
い
る
。
高
額
医
療
機
器

の
利
点
を
生
か
し
つ
つ
患

者
の
メ
リ
ッ
ト
を
優
先
し
、

収
入
確
保
に
つ
な
げ
た
い
。

【
問
】
事
業
の
特
色
は
。

【
答
】
１
０
２
件
の
事
業

が
計
画
さ
れ
、
市
主
催
等

事
業
が
38
件
、
協
賛
事
業

が
64
件
。
協
賛
事
業
で
は
、

協
定
締
結
先
の
企
業
か
ら

の
提
案
や
、
複
数
の
団
体

等
が
連
携
し
た
提
案
、
こ

れ
ま
で
の
取
り
組
み
を
見

直
し
た
事
業
が
計
画
さ
れ

て
い
る
点
が
特
色
。

【
問
】
市
民
病
院
の
ド
ク

タ
ー
カ
ー
導
入
の
経
緯
は
。

【
答
】
元
年
12
月
に
設
置

し
た
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー

の
人
員
が
一
定
程
度
充
足

し
て
き
た
こ
と
や
、
消
防

署
の
車
両
を
譲
り
受
け
る

目
安
が
つ
い
た
こ
と
な
ど

に
よ
り
、
本
格
的
な
検
討

を
進
め
て
き
た
。
運
用
に

関
し
て
消
防
本
部
と
協
議

を
重
ね
、
４
年
10
月
よ
り

運
行
開
始
と
な
っ
た
。

【
問
】
今
後
の
展
開
は
。

【
答
】
他
市
町
村
へ
活
動

エ
リ
ア
を
拡
大
し
、
救
命

率
等
の
向
上
に
努
め
た
い
。

ま
た
、
現
在
は
、
主
に
平

日
の
日
勤
帯
に
活
動
を
限

定
し
て
い
る
が
、
体
制
強

化
を
図
り
な
が
ら
、
範
囲

を
広
げ
て
い
き
た
い
。

一般質問

中

村

浩

之

市
制
施
行
80
周
年
記
念
事
業

に
つ
い
て

星

川

博

文

豊
川
市
民
病
院
の
現
状
と

方
向
性
に
つ
い
て

中

川

雅

之

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
持
続
可
能
な

開
発
目
標
に
つ
い
て

⑥協定
　地方創生に関する包括連携協定のこと。地
域が抱える様々な課題に対して、自治体と民
間企業等が双方の強みを生かして課題解決
に向け連携していく取り組み。

⑦ドクターカー
　重症度や緊急性が高い事案に対して、救命医
療を迅速に開始させるため、医師等が病院搬送
前の現場に出動するための緊急自動車の総称。

⑧がん診療拠点病院
　愛知県がん診療拠点病院を指す。県におけるがん診療の充
実を図るため、厚生労働大臣が指定する「がん診療連携拠点
病院」に準ずる病院として県知事が指定した病院で、豊川市民
病院は４年４月より指定を受けた。指定を受けるためには、診
療実績、設備等に関する多くの要件を満たす必要がある。

⑨トモセラピー
　最新鋭の高精度放射線治療装置で、３年２
月に導入した。

⑩ＺＥＨ（ゼッチ）
　ネット・ゼロ・エネルギー・ハウスの略で、高断熱化・高気
密化等によって使うエネルギーを減らしながら、太陽光発
電などでエネルギーをつくり出し、年間で消費する住宅の
正味エネルギー量がおおむねゼロ以下になる住宅のこと。

⑪サーキュラーエコノミー
　ものやサービスを生み出す段階から再使用、再生利用を前提に設
計し、できる限り新たな資源の投入量や消費量を抑えることで、既存
のものを無駄にせず、価値を最大限に生かす循環型の仕組みのこと。

⑧

⑩⑪

⑨

⑦

⑥
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一般質問

加

藤

典

子

地
域
拠
点
八
幡
駅
周
辺
地
区

に
つ
い
て

太

田

直

人

市
内
道
路
拡
幅
事
業
に
つ
い
て

倉

橋

英

樹

家
族
葬
儀
場
の
規
制
及
び
指
導

に
つ
い
て

【
問
】
小
規
模
な
葬
祭
場

に
限
っ
た
指
導
要
綱
を
作

る
考
え
は
。

【
答
】
今
の
と
こ
ろ
、
作

る
考
え
は
な
い
。
全
国
的

に
葬
祭
場
に
関
す
る
様
々

な
ト
ラ
ブ
ル
の
事
例
な
ど

も
聞
い
て
お
り
、
国
・
県
・

他
市
の
状
況
や
動
向
に
も

注
視
し
て
い
く
。

【
問
】
沿
岸
部
津
波
浸
水

対
策
調
査
事
業
で
、
立
ち

会
い
時
の
境
界
提
示
が
正

し
い
線
と
１
メ
ー
ト
ル
近

く
ず
れ
て
い
た
こ
と
が
あ

る
。
監
督
す
る
市
が
当
初

気
付
け
な
か
っ
た
原
因
は
。

【
答
】
公
図
と
現
地
の
実

測
は
必
ず
し
も
一
致
し
な

い
状
況
が
あ
る
。
最
初
の

市
の
提
示
が
間
違
っ
て
い

た
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。

【
問
】
市
民
が
納
得
で
き

る
よ
う
に
す
る
た
め
の
、

測
量
士
側
と
市
の
監
督
側

の
今
後
の
対
応
は
。

【
答
】
土
地
所
有
者
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

十
分
に
取
っ
て
良
好
な
関

係
を
築
け
る
よ
う
、
業
務

従
事
者
へ
の
適
切
な
指
導
・

監
督
を
行
い
、
円
滑
な
事

業
推
進
に
努
め
て
い
く
。

【
問
】
沿
線
土
地
所
有
者

の
同
意
が
取
れ
な
い
場
合

に
お
け
る
生
活
道
路
拡
幅

事
業
の
進
め
方
は
。

【
答
】
同
意
が
な
い
と
進

め
ら
れ
な
い
た
め
、
町
内

会
や
沿
線
住
民
、
市
担
当

課
が
協
力
し
、
丁
寧
な
説

明
を
行
い
理
解
が
得
ら
れ

る
よ
う
努
め
て
い
る
。

【
問
】
セ
ッ
ト
バ
ッ
ク
用

地
を
強
制
的
に
確
保
す
る

よ
う
な
法
規
制
等
に
つ
い

て
の
見
解
は
。

【
答
】
強
制
的
な
買
収
や

寄
付
等
の
法
規
制
は
な
い
。

【
問
】
行
明
橋
の
ル
ー
ト

協
議
の
状
況
は
。

【
答
】
３
ル
ー
ト
に
つ
い

て
協
議
し
、
現
在
の
位
置

で
の
橋
の
架
け
替
え
が
最

適
と
結
論
付
け
、
２
年
６

月
に
協
議
回
答
を
得
た
。

【
問
】
今
後
の
予
定
は
。

【
答
】
構
造
に
関
す
る
事

前
協
議
を
進
め
、
構
造
詳

細
打
ち
合
わ
せ
と
河
川
法

申
請
を
行
い
、
工
事
着
手

へ
と
進
む
予
定
。
完
成
時

期
の
め
ど
は
立
っ
て
い
な

い
。
ま
ず
は
国
交
省
か
ら

示
さ
れ
た
検
討
事
項
に
取

り
組
み
、
調
整
を
進
め
る
。

【
問
】
代
田
校
区
の
交
通

安
全
対
策
の
考
え
は
。

【
答
】
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト

の
設
置
な
ど
、
通
学
路
を

中
心
に
対
策
を
実
施
。
ま

た
、
野
中
公
園
付
近
に
人

道
橋
等
を
整
備
し
、
５
年

度
中
の
供
用
開
始
を
予
定
。

【
問
】
緊
急
車
両
の
通
行

の
た
め
の
道
路
対
策
は
。

【
答
】
蔵
子
線
は
道
路
中

央
部
に
ゼ
ブ
ラ
ゾ
ー
ン
を

確
保
し
て
い
る
。
ま
た
、

篠
束
野
口
線
は
右
折
帯
の

新
設
に
よ
り
、
混
雑
時
に

お
い
て
も
直
線
２
車
線
が

確
保
さ
れ
、
円
滑
な
通
行

が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

【
問
】
名
鉄
豊
川
線
の
増

便
要
望
の
成
果
は
。

【
答
】
市
長
自
ら
名
鉄
本

社
へ
出
向
き
要
望
を
行
っ

た
。
正
式
決
定
で
は
な
い

が
、
イ
オ
ン
モ
ー
ル
開
業

時
に
は
増
便
対
応
を
行
う

な
ど
前
向
き
に
検
討
し
て

い
る
と
聞
い
て
い
る
。

【
問
】
イ
オ
ン
モ
ー
ル
の

事
業
所
内
保
育
事
業
に
お

け
る
利
用
定
員
は
。

【
答
】
従
業
員
の
子
供
は

14
人
、
地
域
の
子
供
は
５

人
の
計
19
人
を
予
定
。

⑫事業所内保育事業
　事業主が満３歳未満児である従業員の子
供や地域の子供を、自ら設置する施設におい
て保育を行う事業。
　５年４月に開園予定で、市では初めての取
り組みとなる。

⑬セットバック
　建築基準法により指定された２項道路（み
なし道路）に接している土地で、その道路の中
心線から２メートルが確保できるまで土地側
に後退させ、その後退した部分を道路として
提供すること。

⑫

⑬
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一般質問

奥

澤

和

行

命
を
守
る
取
り
組
み
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

活
動
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
推
進
に
つ
い
て

大

場

昌

克

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
に
お
け
る
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ

ス
ク
ー
ル
構
想
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て

遠

山
　

剛

防
災
・
減
災
に
向
け
た
取
り
組
み

に
つ
い
て

【
問
】
市
職
員
の
訓
練
は

ど
の
よ
う
に
し
て
い
る
か
。

【
答
】
風
水
害
や
地
震
を

想
定
し
た
災
害
対
策
本
部

設
置
運
営
訓
練
や
、
Ｈ
Ｕ

Ｇ
を
使
っ
た
避
難
所
運
営

訓
練
な
ど
を
実
施
。
防
災

リ
テ
ラ
シ
ー
向
上
の
観
点

も
視
野
に
、
効
果
的
な
訓

練
を
実
施
し
て
い
く
。

【
問
】
防
災
用
ト
イ
レ
の

整
備
状
況
は
。

【
答
】
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ

レ
を
小
中
学
校
等
に
１
９

５
基
設
置
。
ま
た
、
小
中

学
校
等
の
防
災
倉
庫
に
簡

易
ト
イ
レ
４
８
３
個
、
屋

外
用
仮
設
ト
イ
レ
１
９
９

台
を
備
蓄
し
て
い
る
。

【
問
】
自
宅
避
難
時
の
ト

イ
レ
使
用
可
否
の
判
断
は
。

【
答
】
配
管
か
ら
の
水
漏

れ
や
、
汚
水
の
臭
い
の
有

無
な
ど
が
チ
ェ
ッ
ク
項
目

と
な
る
。
少
し
で
も
異
常

が
あ
れ
ば
簡
易
ト
イ
レ
を

使
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

【
問
】
簡
易
ト
イ
レ
の
家

庭
で
の
備
え
の
必
要
性
は
。

【
答
】
１
日
５
回
×
１
週

間
×
家
族
の
人
数
分
の
備

蓄
が
理
想
。
各
家
庭
で
の

備
蓄
を
呼
び
掛
け
た
い
。

【
問
】
導
入
時
の
総
事
業

費
は
。

【
答
】
学
習
者
用
と
指
導

者
用
の
端
末
約
１
万
７
千

台
、
高
速
大
容
量
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
、
ク
ラ
ウ
ド
活
用
、

そ
の
他
関
連
経
費
で
約
14

億
８
千
万
円
。
市
の
一
般

財
源
は
約
５
千
万
円
。

【
問
】
Ｗ
ｉ
‐
Ｆ
ｉ
環
境

の
な
い
家
庭
へ
の
対
応
は
。

【
答
】
接
続
で
き
な
い
家

庭
が
小
中
学
校
で
約
50
世

帯
あ
り
、
紙
媒
体
で
の
学

習
等
で
対
応
。
家
庭
で
の

整
備
を
お
願
い
し
て
い
く
。

【
問
】
端
末
の
故
障
や
破

損
へ
の
対
応
は
。

【
答
】
通
常
使
用
時
の
故

障
や
故
意
で
な
い
破
損
は
、

公
費
で
の
修
繕
と
し
、
保

護
者
に
も
周
知
し
て
い
る
。

【
問
】
端
末
の
更
新
費
用

と
そ
の
財
源
確
保
は
。

【
答
】
耐
用
年
数
は
５
、

６
年
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、

次
期
更
新
時
に
は
、
現
行

の
整
備
費
用
約
８
億
７
千

万
円
を
大
き
く
上
回
る
可

能
性
が
あ
る
。
事
業
費
の

平
準
化
と
と
も
に
、
国
の

財
政
支
援
を
受
け
ら
れ
る

よ
う
要
望
し
て
い
く
。

【
問
】
市
民
館
へ
の
Ａ
Ｅ

Ｄ
設
置
の
考
え
は
。

【
答
】
近
隣
小
学
校
等
の

Ａ
Ｅ
Ｄ
で
の
対
応
を
考
え

て
お
り
、
近
隣
施
設
と
の

連
携
強
化
を
図
っ
て
い
く
。

ま
た
、
設
置
場
所
の
周
知
、

既
設
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
効
果
的
な

活
用
等
を
検
討
し
て
い
く
。

【
問
】
電
子
回
覧
板
の
実

証
実
験
で
の
活
用
効
果
は
。

【
答
】
緊
急
連
絡
の
資
料

作
成
・
配
付
の
手
間
削
減
、

書
面
表
決
に
よ
る
会
議
回

数
の
削
減
な
ど
の
町
内
会

運
営
の
省
力
化
や
、
災
害

発
生
時
に
お
け
る
安
否
や

支
援
要
請
の
有
無
の
確
認

等
、
情
報
伝
達
手
段
の
確

保
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

【
問
】
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
に
対

す
る
具
体
的
な
支
援
策
は
。

【
答
】
資
金
面
で
は
、
経

費
の
一
部
補
助
や
企
業
か

ら
の
寄
付
等
で
電
子
回
覧

板
の
運
用
資
金
な
ど
を
確

保
し
、
負
担
軽
減
に
努
め

る
。
技
術
面
で
は
、
若
者

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
育

成
・
活
用
し
、
操
作
に
不

慣
れ
な
住
民
等
を
対
象
に

研
修
会
を
実
施
す
る
な
ど
、

サ
ポ
ー
ト
の
充
実
を
図
る
。

⑮ＨＵＧ
　避難所運営ゲームのこと。避難所運営をみ
んなで考えるためのアプローチとして開発さ
れた図上訓練。

⑯防災リテラシー
　災害に遭遇したときに、目の前の状況に応
じて適切に行動し、想定外の事態から自分自
身を救う能力のこと。

⑮⑯

⑭電子回覧板の実証実験
　町内会や連区単位で参加を希
望する地域を募って３年度から
実施している。４年度末まで無料
で活用し、運用に係る課題等を
改善の上、５年度からは町内会
自ら運用していくことを目指して
おり、４年１１月末時点で２２
町内会と１連区が参加している。

タブレット端末による学習の様子

⑭
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安

間

寛

子

18
歳
ま
で
の
完
全
医
療
費

無
料
化
の
実
施
に
つ
い
て

佐

藤

郁

恵

学
校
給
食
の
無
償
化
に
つ
い
て

冨

田
　

潤

プ
リ
オ
ビ
ル
及
び

プ
リ
オ
Ⅱ
ビ
ル
に
つ
い
て

一般質問

【
問
】
事
業
譲
渡
に
よ
る

第
三
セ
ク
タ
ー
時
代
と
の

運
営
や
費
用
面
の
違
い
は
。

【
答
】
運
営
方
針
に
大
き

な
変
更
は
な
い
。
費
用
面

は
、
会
社
清
算
に
伴
い
固

定
負
債
の
返
済
が
不
要
に
、

公
有
財
産
と
な
り
固
定
資

産
税
等
が
不
要
に
な
っ
た
。

【
問
】
市
に
よ
る
運
営
で

も
利
益
追
求
の
ビ
ジ
ネ
ス

を
行
う
こ
と
は
可
能
か
。

【
答
】
事
業
譲
渡
を
受
け

た
理
由
は
、
利
益
追
求
で

は
な
く
、
中
心
市
街
地
活

性
化
の
核
施
設
と
し
て
必

要
な
施
設
で
あ
り
、
会
社

清
算
の
影
響
を
最
小
限
に

す
る
た
め
。
有
利
な
条
件

の
テ
ナ
ン
ト
が
現
れ
て
も
、

中
心
市
街
地
の
活
性
化
に

寄
与
し
な
い
場
合
は
、
既

存
の
契
約
を
優
先
す
る
。

【
問
】
イ
オ
ン
モ
ー
ル
開

業
の
影
響
と
対
策
は
。

【
答
】
影
響
は
、
開
業
時

な
ど
、
限
定
的
に
し
た
い
。

客
が
集
ま
り
や
す
い
環
境

で
あ
る
こ
と
な
ど
の
強
み

を
生
か
し
、
イ
オ
ン
モ
ー

ル
と
の
共
存
に
よ
る
、
に

ぎ
わ
い
創
出
に
つ
な
が
る

計
画
の
検
討
を
進
め
る
。

【
問
】
大
型
建
設
事
業
の

凍
結
や
期
間
延
長
を
行
い
、

財
源
を
福
祉
の
充
実
等
に

充
て
る
考
え
は
。

【
答
】
今
後
、
普
通
建
設

事
業
費
は
大
き
な
規
模
で

の
推
移
が
予
想
さ
れ
る
が
、

国
県
補
助
金
や
地
方
債
の

活
用
な
ど
に
よ
り
、
福
祉

な
ど
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
低

下
を
招
か
な
い
よ
う
、
財

源
の
確
保
を
図
り
た
い
。

【
問
】
学
校
給
食
無
償
化

の
県
内
、
近
隣
市
の
状
況

と
、
実
施
の
考
え
は
。

【
答
】
４
年
度
は
、
県
内

で
は
38
市
中
８
市
が
、
近

隣
市
で
は
豊
橋
市
、
蒲
郡

市
、
新
城
市
が
期
間
限
定

で
実
施
。
無
償
化
の
予
定

は
な
い
。

【
問
】
デ
マ
ン
ド
型
交
通

の
検
討
状
況
は
。

【
答
】
元
年
度
に
実
証
実

験
運
行
を
行
っ
た
ほ
か
、

バ
ス
に
代
え
て
タ
ク
シ
ー

を
運
行
し
た
場
合
の
収
支

を
検
討
。
現
在
は
、
他
市

事
例
の
調
査
を
し
て
お
り
、

今
後
の
地
域
公
共
交
通
会

議
に
お
い
て
調
査
結
果
を

報
告
し
、
在
り
方
に
つ
い

て
協
議
し
た
い
。

【
問
】
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
に
感
染
し
た
個
人
事

業
主
を
傷
病
手
当
金
の
支

給
対
象
と
し
た
場
合
の
予

算
額
と
、
実
施
の
考
え
は
。

【
答
】
約
２
０
０
万
円
。

実
施
の
考
え
は
な
い
が
、

国
の
動
向
等
を
注
視
す
る
。

【
問
】
イ
オ
ン
モ
ー
ル
開

店
に
伴
い
、
既
存
事
業
者

へ
の
雇
用
支
援
を
実
施
す

る
考
え
は
。

【
答
】
国
の
支
援
策
の
紹

介
と
と
も
に
、
商
工
会
議

所
等
と
連
携
を
図
り
、
必

要
な
支
援
策
を
検
討
す
る
。

【
問
】
18
歳
ま
で
の
通
院

医
療
費
無
料
化
の
実
施
状

況
は
。

【
答
】
３
年
４
月
１
日
現

在
、
全
国
で
約
47
％
。
４

年
10
月
１
日
現
在
、
県
内

で
約
41
％
、
東
三
河
で
約

38
％
と
な
っ
て
い
る
。

【
問
】
通
院
を
無
料
に
す

る
場
合
の
予
算
額
は
。

【
答
】
国
民
健
康
保
険
の

医
療
費
を
参
考
に
推
計
す

る
と
、
概
算
で
約
１
億
円
。

【
問
】
実
施
す
る
考
え
は
。

【
答
】
現
時
点
で
考
え
は

な
い
。
今
後
も
県
内
市
町

村
の
動
向
を
注
視
す
る
。

⑰

⑱

⑰デマンド型交通
　電話予約など利
用者のニーズに応
じて柔軟な運行を
行う公共交通の一
形態。

⑱会社
　豊川市開発ビル株式会社のこと。プリオビ
ルのテナントへの賃貸を行う第３セクターと
して昭和６３年１０月に設立され、令和２年
２月に市が事業譲渡を受けるまで、プリオビ
ル・プリオⅡビルの管理運営を行っていた。そ
の後、令和２年３月に解散した。
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浦

野

隼

次

市
街
化
調
整
区
域
の
ま
ち

づ
く
り
の
課
題
に
つ
い
て

榊

原

洋

二

豊
川
駅
周
辺
の
整
備
状
況

に
つ
い
て

今

泉

淳

乙

公
立
保
育
所
の
民
営
化

に
つ
い
て

一般質問

【
問
】
市
街
化
調
整
区
域

で
地
区
計
画
を
定
め
る
た

め
に
必
要
な
こ
と
は
。

【
答
】
適
切
な
開
発
と
認

め
ら
れ
る
か
な
ど
を
総
合

的
に
判
断
し
、
ク
リ
ア
し

た
上
で
、
都
市
計
画
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
に
位
置
付
け
、

県
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
定

め
ら
れ
た
指
針
の
内
容
に

合
致
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。

【
問
】
町
内
会
活
動
等
の

維
持
に
は
住
居
系
の
地
区

計
画
が
有
効
だ
が
、
定
め

る
場
合
に
必
要
な
こ
と
は
。

【
答
】
活
力
の
低
下
が
見

ら
れ
る
地
域
等
で
、
１
ヘ

ク
タ
ー
ル
以
上
20
ヘ
ク
タ

ー
ル
未
満
の
お
お
む
ね
整

形
な
区
域
で
あ
る
こ
と
や
、

土
地
利
用
の
制
限
を
受
け

る
地
権
者
等
の
理
解
な
ど
。

【
問
】
地
元
の
理
解
を
深

め
る
た
め
に
重
要
な
こ
と

や
市
の
支
援
は
。

【
答
】
自
分
た
ち
の
地
域

を
守
り
た
い
と
い
う
地
元

の
強
い
思
い
の
取
り
ま
と

め
が
重
要
。
地
区
計
画
を

手
法
と
し
た
ま
ち
づ
く
り

の
要
望
が
ま
と
ま
れ
ば
、

制
度
に
つ
い
て
説
明
し
、

取
り
組
み
を
手
助
け
す
る
。

【
問
】
民
営
化
基
本
方
針

の
考
え
方
は
。

【
答
】
保
育
所
運
営
に
係

る
財
政
面
の
効
率
性
や
安

定
性
は
、
公
立
に
比
べ
、

民
間
の
方
が
優
位
。
保
育

所
整
備
に
つ
い
て
も
、
民

間
は
国
の
助
成
制
度
が
あ

る
た
め
、
園
舎
の
建
て
替

え
を
推
進
す
る
上
で
、
民

営
化
の
意
義
は
高
い
。

【
問
】
今
後
の
民
営
化
の

進
め
方
は
。

【
答
】
民
設
民
営
方
式
と

す
る
こ
と
な
ど
を
方
針
に

掲
げ
て
い
る
。
園
児
の
環

境
の
変
化
に
配
慮
し
、
児

童
数
の
推
移
に
も
留
意
し

な
が
ら
段
階
的
に
進
め
る
。

【
問
】
ス
ピ
ー
ド
感
を
持

っ
て
検
討
す
る
考
え
は
。

【
答
】
既
存
の
進
め
方
に

と
ら
わ
れ
ず
、
先
進
事
例

を
研
究
し
て
進
め
た
い
。

【
問
】
民
間
保
育
所
の
保

育
士
確
保
に
対
し
て
、
市

が
支
援
す
る
考
え
は
。

【
答
】
働
く
環
境
の
改
善

は
効
果
的
と
考
え
る
。
公

立
保
育
所
と
民
間
保
育
所

の
保
育
士
確
保
に
つ
い
て
、

一
体
的
な
支
援
を
検
討
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
。

【
問
】
駅
東
土
地
区
画
整

理
事
業
地
区
内
の
道
路
事

業
の
概
要
と
進
捗
状
況
は
。

【
答
】
４
本
の
都
市
計
画

道
路
及
び
歩
行
者
専
用
道

路
を
含
む
区
画
道
路
を
整

備
す
る
。
３
年
度
末
の
道

路
延
長
ベ
ー
ス
の
進
捗
率

は
、
都
市
計
画
道
路
は

78
・
３
％
、
区
画
道
路
は

93
・
３
％
と
な
っ
て
い
る
。

【
問
】
鈴
与
踏
切
の
現
状

は
。

【
答
】
幅
員
1.9
メ
ー
ト
ル

で
、
乗
用
車
が
１
台
だ
け

通
れ
る
狭
い
踏
切
。
車
と

歩
行
者
が
同
時
に
横
断
で

き
ず
、
大
型
車
両
は
通
行

禁
止
と
な
っ
て
い
る
。

【
問
】
通
学
路
と
し
て
の

利
用
状
況
は
。

【
答
】
大
半
が
東
部
中
の

生
徒
で
、
約
１
５
０
名
。

通
行
に
注
意
が
必
要
な
箇

所
と
し
て
認
識
し
て
い
る
。

【
問
】
最
優
先
で
取
り
組

む
べ
き
だ
が
市
の
考
え
は
。

【
答
】
交
通
安
全
対
策
の

踏
切
改
良
が
必
要
と
認
識
。

道
路
構
造
に
つ
い
て
地
域

の
声
を
聴
き
、
地
元
の
理

解
を
得
た
方
針
を
決
定
し

て
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

⑲

⑳

⑲地区計画
　都市計画法に基づいて定める特定の地区
レベルの都市計画で、まちづくりの方針や道
路・広場などの公共施設、建築物等の用途や
規模などの制限を細かく定めるもの。

⑳ガイドライン
　愛知県が策定した市街化調整区域内地区計画ガイドラインを指す。
市街化調整区域における地区計画を定める際の県の考え方を示したも
ので、住居系、工業系、地域振興系の種別ごとに指針が定められている。

鈴与踏切
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【
問
】
祭
礼
行
事
の
継
承

に
お
け
る
課
題
は
。

【
答
】
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
影
響
や
人
材
不
足

な
ど
。
中
止
や
縮
小
は
、

伝
統
文
化
の
消
失
や
、
地

域
活
力
の
衰
退
に
つ
な
が

る
こ
と
か
ら
、
様
々
な
手

法
を
用
い
、
保
存
活
用
を

考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

【
問
】
文
化
財
の
保
存
活

用
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

【
答
】
伝
統
文
化
の
継
承

に
は
計
画
性
を
持
っ
た
対

応
が
必
要
と
考
え
て
お
り
、

計
画
を
４
年
度
か
ら
３
カ

年
で
策
定
す
る
予
定
。

【
問
】
記
録
映
像
を
収
集
・

保
存
す
る
考
え
は
。

【
答
】
個
人
的
に
撮
影
し

た
祭
礼
な
ど
の
映
像
の
提

供
を
呼
び
掛
け
、
ア
ナ
ロ

グ
映
像
は
デ
ジ
タ
ル
化
を

行
い
、
地
域
文
化
の
継
承

に
役
立
て
る
仕
組
み
や
制

度
を
検
討
し
て
い
く
。

【
問
】
教
育
委
員
会
と
し

て
の
支
援
策
は
。

【
答
】
後
継
者
育
成
の
ほ

か
、
財
政
的
な
支
援
策
も

必
要
と
考
え
る
。
祭
礼
な

ど
が
継
承
で
き
る
よ
う
、

各
種
支
援
を
行
っ
て
い
く
。

一般質問

市議会を見るには

野

本

逸

郎

無
形
民
俗
文
化
財
の
継
承

に
つ
い
て

本会議については、インターネットでライブ中継及び録画中継を行っていますので、
ぜひご利用ください。

本会議の様子は、市役所ロビー
（本庁舎１階）のモニター中継
で見ることもできます。

※通信料は利用者負担です。

中継への
アクセスは
こちら

ここをクリック
してください。

㉑計画
　文化財保存活用地域計画のこと。文化財保
護法に位置付けられた市町村における法定
計画で、総合的・一体的な文化財の保存・活
用により、地域の特徴を生かした地域振興に
資するとともに、確実な文化財の継承につな
げることを目的としている。

㉑


